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武
たけ
島
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は
衣
ごろも
 作詞／滝
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花

r
リタルダンド

itardando(rit.)：だんだん遅く　　a
ア
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empo：もとの速さで

歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

心の歌 66, 87, 102ページ

一
、
春
の
う
ら
ら
の
隅す

み
田だ

川が
わ

　
　の
ぼ
り
く
だ
り
の
船ふ

な
人び

と
が

　
　櫂か

い
の
し
ず
く
も
花
と
散
る

　
　な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

二
、
見
ず
や
あ
け
ぼ
の
露つ
ゆ
浴
び
て

　
　わ
れ
に
も
の
言
う
桜
木
を

　
　見
ず
や
夕
ぐ
れ
手
を
の
べ
て

　
　わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青あ

お
柳や

ぎ
を

三
、
錦に

し
き

お
り
な
す
長ち

ょ
う

堤て
い

に

　
　く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月

　
　げ
に
一い

っ
刻こ

く
も
千せ

ん
金き

ん
の

　
　な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

う
ら
ら（
柔
ら
か
い
日
ざ
し
を
受
け
て
い
る
）

櫂（
水
を
か
い
て
船
を
進
め
る
道
具
）

た
と
う
べ
き（
た
と
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
）

見
ず
や（
見
て
ご
ら
ん
）

あ
け
ぼ
の（
夜
明
け
）

錦
お
り
な
す（
美
し
い
織
物
の
よ
う
に
見
え
る
）

長
堤（
長
い
土
手
）

く
る
れ
ば（
日
が
暮
れ
る
と
）

げ
に（
ほ
ん
と
う
に
）

一
刻
も
千
金
の

　（ひ
と
と
き
さ
え
も
と
て
も
価
値
の
あ
る
）

日本語歌詞の歌い方 85ページ
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滝 廉太郎（1879～1903）は，東京音
楽学校（現，東京藝

げい
術
じゅつ
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに
1900年に出版された組歌《四季》に収められている。

中田喜直（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。
　《夏の思い出》は，1949年にNHKか
ら依頼された「ラジオ歌謡」のための作品
である。当時，一度も尾瀬に行ったこと

はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを
基にその場で書き上げたと本人が語っている。

江
え
間
ま
章
しょう
子
こ
 作詞／中

なか
田
だ
喜
よし
直
なお
 作曲

夏の思い出 歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

江間章子 作詞／中田喜直 作曲

一
、
夏
が
く
れ
ば
　思
い
出
す

　
　は
る
か
な
尾お

瀬ぜ

　遠
い
空

　
　霧
の
な
か
に
　う
か
び
く
る

　
　や
さ
し
い
影
　野
の
小こ

径み
ち

　
　水み

ず
芭ば

蕉し
ょ
う

の
花
が
　咲
い
て
い
る

　
　夢
み
て
咲
い
て
い
る
　水
の
辺ほ

と
り

　
　石し

ゃ
く

楠な

花げ

色
に
　た
そ
が
れ
る

　
　は
る
か
な
尾
瀬
　遠
い
空

二
、
夏
が
く
れ
ば
　思
い
出
す

　
　は
る
か
な
尾
瀬
　野
の
旅
よ

　
　花
の
な
か
に
　そ
よ
そ
よ
と

　
　ゆ
れ
ゆ
れ
る
　浮
き
島
よ

　
　水
芭
蕉
の
花
が
　に
お
っ
て
い
る

　
　夢
み
て
に
お
っ
て
い
る
　水
の
辺
り

　
　ま
な
こ
つ
ぶ
れ
ば
　懐な

つ
か
し
い

　
　は
る
か
な
尾
瀬

　遠
い
空

　

石
楠
花
色（
薄
い
紅
色
）

浮
き
島（
湿
原
や
沼
に
浮
い
て
、
島
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
）

d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く

6

ふるさと
小山薫

くん
堂
どう
 作詞／ y

ユース
outh c

ケース
ase 作曲／三

み
宅
やけ
悠
ゆう
太
た
 編曲

詩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
切
に
、
フ
レ
ー
ズ
を
感
じ
て
歌
お
う

p
ポーコ
oco：少し　　D

ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る　　fi：次のfiまでとばす　　r

リテヌート
itenuto(riten.)：すぐに遅く　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで

2010年の「第61回NHK紅白歌合戦」のために制作された楽曲で，アイドル・グループ「嵐」が中心となり歌われた。13年には「第80回
NHK全国学校音楽コンクール（小学校の部）」の課題曲となるなど，幅広い世代に親しまれている。

歌う
とき通常時通常時

4

作曲者不詳／内藤淳一 編曲

A
アヴェ

ve M
マリア

aria曲
想
を
感
じ
取
っ
て
歌
お
う

長くのばしている音の
高さが変わらないように 響きが落ちやすいので注意しよう

響きが落ちやすいので注意しよう

M（子音）で音高が正しく取れているか確認しよう

母音だけで歌ってみようa a i ae

音高が上がりきらないことが多いので注意しよう

ー正しい姿勢や呼吸法，発声法を身に付けよう

EXERCISE 1　歌 う 前 の 準 備

●下半身を安定させ，頭のてっぺんから上に
引っ張られているような感じで立とう。

●おなかだけでなく，腰回り全体にも空気を
入れるような感じで息を吸おう。

●息を吸ったらいったん止め，一定の強さで
長く息を吐こう。

●口と喉を開け，口
こう
腔
こう
（口の中の空間）や鼻

び
腔
こう
（鼻の中の空間）を広げよう。

●あくびをするときのような形で，無理な力が入らないようにしよう。

●深く息を吸い，下腹部や背中の支えを
保ちながら声を出そう。

●口腔や鼻腔を広げ，声が軟口蓋に当た
るような感覚をつかもう。

●腰に手を当てて
息を吸い，腰回
りが膨らむのを
確認しよう。

  姿 勢と呼 吸  

  口と喉
のど

の形    発 声  

※ 椅
い
子
す
に座って歌う場合は浅く腰掛け，上半身は基本

的に立っているときと同じ姿勢をとる。

視
線
を
落
と
さ
な
い

肩
の
力
を
抜
く

背せ

筋す
じ

を
伸
ば
す

軽
く
顎あ

ご
を
引
く

軟
口
蓋
を
上
げ
、
舌
を
下
げ
る

咽
いん
頭
とう

声帯

鼻腔
口
こう
唇
しん

硬
こう
口
こう
蓋
がい

軟
なん
口
こう
蓋
がい

舌

眉
まゆ
や頰
ほお
が上がる

息の流れが帯のよう
に上のほうに伸びて
いくイメージ

腹式呼吸の確認

喉
こう
頭
とう

モーリツ・ハウプトマン 作曲
　　　　　  ヴィーァ
（原題：Wir gratulieren）

※発声練習用に音価と
歌詞を変えている。

グラトゥリーレン
モーリツ・ハウプトマン 作曲

　　　　　  ヴィーァ
（原題：Wir gratulieren）

※発声練習用に音価と
歌詞を変えている。

グラトゥリーレン

5

この音型はレガートに，そして響きを
落とさないように

音高が下がっていないか確認しよう

素早いブレスで 特に深く

音程に注意 音程に注意

EXERCISE 2　発 声 練 習

　歌う前にまず，姿勢と呼吸の確認をしよう。そして，豊かな声の表現を目指して発声練習に取り組もう。その際，以下の
①～④のようにそれぞれ明確な目的をもって行うと効果的である。

作曲者はイタリアのジュリオ・カッチーニ（c.1545～1618）といわれていたが，別の人物の作であるという説もある。
この曲以外にも多くの《Ave Maria》があり，シューベルトやグノーの作品などもよく知られている。

①音の響きをそろえて ②鼻腔に共鳴させて ③腹筋を使って ④響きを保って

●響きを保ってのびやかに歌おう。また，輪唱をしよう。

●曲の一部分を取り出して一息で歌おう。

デイ・ドリーム・ビリーバー
ZERRY 日本語詞／ジョン・スチュアート 作曲／植村幸市 編曲
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リ
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序曲
（交響組曲《ドラゴンクエストⅠ》から）

すぎやまこういち 作曲／内藤淳一 編曲

曲
想
を
感
じ
取
っ
て
表
現
を
工
夫
し
よ
う

M
マエストーソ
aestoso：荘

そう
厳
ごん
に　　

：新たな拍子の!は，前の拍子の と同じテンポで演奏する　　T
テンポ
empo d

ディ
i m

マルチャ
arcia：行進曲の速さで　　s

シーミレ
imile：前と同様に続けて

ゲーム・ソフト「ドラゴンクエスト」シリーズの第１作は1986年に発売された。ゲームの中で使われている音楽は，オーケストラや吹奏
楽などにも編曲され，作曲者自身の指揮によるコンサートも開催されている。
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t
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き
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が
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に
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と
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柔
ら
か
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日
ざ
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受
け
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い
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（
水
を
か
い
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船
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進
め
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道
具
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（
た
と
え
た
ら
よ
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の
だ
ろ
う
か
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（
見
て
ご
ら
ん
）

は
る
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尾
瀬
野
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旅
よ

花
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な
か
に
そ
よ
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ゆ
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ゆ
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浮
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島
よ

水
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が
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っ
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み
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辺
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文部省唱歌
虫のこえ

一
、
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い
る

　
　チ
ン
チ
ロ
チ
ン
チ
ロ
　チ
ン
チ
ロ
リ
ン

　
　あ
れ
鈴
虫
も
鳴
き
出
し
た

　
　リ
ン
リ
ン
リ
ン
リ
ン
　リ
ー
ン
リ
ン

　
　秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

　
　あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

二
、
キ
リ
キ
リ
キ
リ
キ
リ
　こ
お
ろ
ぎ
や

　
　ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
　く
つ
わ
虫

　
　あ
と
か
ら
馬
追
い
　追
い
つ
い
て

　
　チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
　ス
イ
ッ
チ
ョ
ン

　
　秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

　
　あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

馬
追
い（
馬
追
い
虫
）

1910年に『尋
じん常

じょう小学読
とく本
ほん唱

しょう歌
か
』に掲載された曲。歌詞

には虫の音
ね
がオノマトペ（→P.67）

で取り入れられている
。

歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

心の歌22, 23ページ

心の歌 87, 102ページ
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詞
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情
景
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お
う
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高野辰
たつ
之
ゆき
 作詞／岡野貞

てい
一
いち
 作曲／黒澤吉

よし
徳
のり
 編曲

故
ふる

郷
さと

一
、
兎う

さ
ぎ

追
い
し
か
の
山
、

　
　小こ

鮒ぶ
な

釣つ

り
し
か
の
川
、

　
　夢
は
今
も
め
ぐ
り
て
、

　
　忘
れ
が
た
き
故
郷
。

二
、
如い

何か

に
い
ま
す
父
母
、

　
　恙つ

つ
が

な
し
や
友
が
き
、

　
　雨
に
風
に
つ
け
て
も
、

　
　思
い
出い

ず
る
故
郷
。

三
、
志
を
は
た
し
て
、

　
　い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
、

　
　山
は
青
き
故
郷
。

　
　水
は
清
き
故
郷
。

か
の
山（
あ
の
山
）

か
の
川（
あ
の
川
）

忘
れ
が
た
き（
忘
れ
ら
れ
な
い
）

如
何
に
い
ま
す（
ど
う
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
）

恙
な
し
や（
無
事
だ
ろ
う
か
）

友
が
き（
友
達
）

思
い
出
ず
る（
思
い
出
す
）

歌詞は，高野辰之（1876～1947）の故郷である長野県下
しも
水
みのち
内郡豊

とよ
田
た
村（現，中野市）の風景を描いたものだといわれている。

詩
の
内
容
を
理
解
し
、
曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

心の歌
22, 23, 66ページ 心の歌 102ページ

心の歌
22, 23, 66ページ

（1879～1903）は，東京音
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに

中田喜直（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。
　《夏の思い出》は，1949年に
ら依頼された「ラジオ歌謡」のための作品
である。当時，一度も尾瀬に行ったこと

はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを
基にその場で書き上げたと本人が語っている。

（1879～1903）は，東京音
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに
1900年に出版された組歌《四季》に収められている。

一
、
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い
るチ

ン
チ
ロ
リ
ン

がオノマトペ（→P.67）
で取り入れられている

。

心の歌 87, 102ページ

（1879～1903）は，東京音
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに
1900年に出版された組歌《四季》に収められている。

（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。
　《夏の思い出》は，1949年にNHKか

「ラジオ歌謡」のための作品
である。当時，一度も尾瀬に行ったこと

はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを

（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。

NHKか
「ラジオ歌謡」のための作品

である。当時，一度も尾瀬に行ったこと
はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを
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文部省唱歌／石
いし
桁
けた
冬樹 編曲

冬景色

一
、
さ
霧
消
ゆ
る
湊み

な
と

江え

の

　
　
　
　舟
に
白
し
、
朝
の
霜し

も
。

　
　た
だ
水
鳥
の
声
は
し
て

　
　
　
　い
ま
だ
覚
め
ず
、
岸
の
家
。

二
、
烏か
ら
す

啼な

き
て
木
に
高
く
、

　
　
　
　人
は
畑は

た
に
麦
を
踏
む
。

　
　げ
に
小こ

春は
る
日び

の
の
ど
け
し
や
、

　
　
　
　か
へ
り
咲
き
の
花
も
見
ゆ
。

三
、
嵐
吹
き
て
雲
は
落
ち
、

　
　
　
　時し

ぐ
れ雨
降
り
て
日
は
暮
れ
ぬ
。

　
　若も

し
燈と

も
し

火び

の
漏も

れ
来こ

ず
ば
、

　
　
　
　そ
れ
と
分
か
じ
、
野の

辺べ

の
里
。

さ
霧（
霧
）

湊
江（
港
の
あ
る
入
り
江
）

げ
に（
ほ
ん
と
う
に
）

小
春
日（
冬
の
初
め
の
暖
か
い
日
）

の
ど
け
し
や（
穏
や
か
だ
）

か
へ
り
咲
き
の
花
も
見
ゆ（
季
節
は
ず
れ
に
咲
い
た
花
も
見
え
る
）

時
雨（
冬
の
初
め
に
、
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
す
る
雨
）

漏
れ
来
ず
ば（
漏
れ
て
こ
な
け
れ
ば
）

分
か
じ（
分
か
ら
な
い
）

詩
の
内
容
を
理
解
し
、
曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

1913年に『尋
じん
常
じょう
小学唱歌（五）』に掲載された曲。１番では早朝の入り江，２番では昼間の田園，３番では夕暮れの山里が描写されている。

心の歌22, 23, 66, 87ページ

y

8

レット・イット・ゴー～ありのままで
（アニメーション映画『アナと雪の女王』から）

高橋知
ち
伽
か
江
え
 日本語詞／クリステン・アンダーソン=ロペス，ロバート・ロペス 作曲／佐

さ
井
い
孝
たか
彰
あき
 編曲

D
ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る　　fi：次のfiまでとばす

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

までとばす　　

2010年の「第61回NHK紅白歌合戦」のために制作された楽曲で，アイドル・グループ「嵐」が中心となり歌われた。13年には「第80回
NHK全国学校音楽コンクール（小学校の部）」の課題曲となるなど，幅広い世代に親しまれている。

：次のfiまでとばす

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

までとばす　　

2010年の「第61回NHK紅白歌合戦」のために制作された楽曲で，アイドル・グループ「嵐」が中心となり歌われた。13年には「第80回
NHK全国学校音楽コンクール（小学校の部）」の課題曲となるなど，幅広い世代に親しまれている。

：次の

7

ひまわりの約束
秦
はた
　基
もと
博
ひろ
 作詞・作曲／佐

さ
井
い
孝
たか
彰
あき
 編曲

2014年に公開されたアニメーション映画『STAND BY ME ドラえもん』の主題歌。
タイトルの「ひまわり」はドラえもんをイメージしたものだといわれている。

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
る
よ
う
に
歌
お
う

c
チルカ
irca(ca.)：約，おおよそ

118

ぼくは ぼく
工藤直子 作詞／三

み
宅
やけ
悠
ゆう
太
た
 作曲

三宅悠太（1983～　）は東京都出身の作曲家。この曲は，詩人，童話作家である工藤直子の『のはらうた』シリーズに収められた詩によって
いる。この詩集では，動物や虫，草木，風などの気持ちがつづられており，ここでは「からすえいぞう」という名前のカラスが主人公である。

歌
詞
と
曲
想
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
表
現
を
工
夫
し
よ
う

すぎやまこういち 作曲／内藤淳一 編曲

M
マエストーソ
aestoso：荘

そう
厳
ごん
に　　

三宅悠太（1983～　）は東京都出身の作曲家。この曲は，詩人，童話作家である工藤直子の『のはらうた』シリーズに収められた詩によって
いる。この詩集では，動物や虫，草木，風などの気持ちがつづられており，ここでは「からすえいぞう」という名前のカラスが主人公である。

120

願い
　 深

田
じ
ゅ
ん
こ 

詩

　
　
　
　
　
　楽
譜
↓ 

116 

ペー
ジ

一
、
今

　ほ
し
い
も
の

激
し
い
雨
に
打
た
れ
て
も

け
し
て
倒
れ
な
い

し
な
や
か
な
心

二
、
今

　ほ
し
い
も
の

凍い
て
つ
く
よ
う
な
時
の
中

耐
え
て
生
き
て
ゆ
く

ひ
た
む
き
な
心

三
、
今

　ほ
し
い
も
の

優
し
い
空
の
白
い
風

け
し
て
忘
れ
な
い

や
わ
ら
か
な
心

夢
み
た
も
の
は
…
…

　 立た
ち原は
ら道み
ち造ぞ
う 

詩

 

楽
譜
↓ 

122 

ペー
ジ

夢
み
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
幸
福

　

ね
が
つ
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
愛

　

山
な
み
の
あ
ち
ら
に
も

　し
づ
か
な
村
が
あ
る

　

明
る
い
日
曜
日
の

　青
い
空
が
あ
る

　

　
日ひ
傘が
さを

さ
し
た

　田い
な
か舎

の
娘
ら
が

　

着
か
ざ
つ
て

　唄う
たを

う
た
つ
て
ゐ
る

　

大
き
な
ま
る
い
輪
を
か
い
て

　

田
舎
の
娘
ら
が

　踊お
ど
りを

を
ど
つ
て
ゐ
る

　

　
告
げ
て

　う
た
つ
て
ゐ
る
の
は

　

青
い
翼
の
一
羽
の
小
鳥

　

低
い
枝
で

　う
た
つ
て
ゐ
る

　

　
夢
み
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
愛

　

ね
が
つ
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
幸
福

　

そ
れ
ら
は
す
べ
て
こ
こ
に

　あ
る

　と

ぼ
く
は 

ぼ
く

　からす
え
い
ぞ
う

と
き
ど
き

　ぼ
く
は

ほ
ん
の
す
こ
し

い
ろ
つ
き
の

　は
ね
が

　ほ
し
い
な

　と

お
も
っ
た
り
す
る

ほ
ん
の
す
こ
し

い
い
こ
え
で

　う
た
え
た
ら
な

　と

お
も
っ
た
り
も
す
る

で
も

こ
れ
が

　ぼ
く
だ

　と

と
ん
で
い
く

4 5

多感な時期にある生徒たちが楽しく幅広く音楽を学習することができるよう教材を精選し，提示の
仕方を工夫しながら，ポピュラー・ソング，唱歌，芸術歌曲，合唱曲，ミュージカル・ナンバー，オ
ペラ・アリアなどを取り上げました。特に，日本で長い間歌い継がれてきた曲を豊富に取りそろえ，
また伝統音楽の歌唱にも取り組めるよう能の謡を収録しました。

《Ave Maria》は，基本的な発声法を身に付けるのに最適な教材です。

斉唱，同声合唱，混声合唱など，さまざまな曲態で楽しめます。

（P.22・23）

（P.4・5）

（P.102）

（P.66）
（P.87）

4曲とも幅広い支持を得ている曲で，学年始めの雰囲気作りに最適です。

（P.47）（P.6）

（P.8～9）

伴奏譜付きで，縦書き歌詞も掲載しています。

（P.118～120） （P.37）

 歌い継いでいきたい日本の歌を「心の歌」と題し，四季折々の美しい自然が感じられる曲を取りそろえました。
各曲とも縦書き歌詞を掲載しています。

 明確な目的をもって行えるヴォイス・トレーニングのEXERCISEを，《Ave Maria》をはじめとする歌唱教材に
生かすことができるようにしました。１年を通して活用できるページになっています。

歌う際のポイント
を楽譜中に色文字
で挿入

 広く親しまれている《翼をください》《少年時代》《見上げてごらん夜の星を》などの他に，生徒の心
に響くポピュラー・ソングを新たに４曲加えました。

 人気の高い《願い》（同三），《夢みたものは……》（混四）に加え，三宅悠太氏の作
曲した《ぼくは ぼく》（混三）を新たに収録しました。また，ゲーム・ソフト「ドラゴ
ンクエスト」シリーズでおなじみの《序曲》をヴォイス・アンサンブルで楽しめます。

（P.120）

歌唱

心の歌

ポピュラー・ソング

合唱，ヴォイス・アンサンブル

発声

（P.7）



82

小さな空
武
たけ
満
みつ
　徹

とおる
 作詞・作曲／三

み
宅
やけ
悠
ゆう
太
た
 編曲 

一
、
青
空
み
た
ら

　
　綿
の
よ
う
な
雲
が

　
　悲
し
み
を
の
せ
て

　
　飛
ん
で
いっ
た

　
　い
た
ず
ら
が
過
ぎ
て

　
　叱し

か
ら
れ
て
泣
い
た

　
　こ
ど
も
の
頃
を
憶お
もい

だ
し
た

二
、
夕
空
み
た
ら

　
　教
会
の
窓
の

　
　ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

　
　眞ま

っ
赫か

に
燃
え
て
た

　
　い
た
ず
ら
が
過
ぎ
て

　
　叱
か
ら
れ
て
泣
い
た

　
　こ
ど
も
の
頃
を
憶
い
だ
し
た

三
、
夜
空
を
み
た
ら

　
　小
さ
な
星
が

　
　涙
の
よ
う
に

　
　光
っ
て
い
た

　
　い
た
ず
ら
が
過
ぎ
て

　
　叱
か
ら
れ
て
泣
い
た

　
　こ
ど
も
の
頃
を
憶
い
だ
し
た

詩
の
内
容
を
理
解
し
、
曲
想
を
感
じ
取
っ
て
表
現
に
生
か
そ
う

83

c
チルカ
irca(ca.)：約，おおよそ　　e

エスプレッシーヴォ
spressivo(espr.)：表情豊かに　　c

コン
on p

ペダーレ
edale(con ped.)：自由にペダルを用いて　

r
リテヌート
itenuto(riten.)：すぐに遅く　　p

ポーコ
oco：少し　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで　　d

ドルチェ
olce：甘く柔らかに　　D

ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る

r
リタルダンド

itardando(rit.)：だんだん遅く　　fi：次のfiまでとばす　　M
メーノ
eno m

モッソ
osso：今までより遅く　　d

ディミヌエンド
iminuendo(dim.)：だんだん弱く

1962年に放送されたラジオ・ドラマ『ガン・キング』の主題歌。
その後，作曲者自身により混声合唱版に編曲された。 〈さくら〉 138ページ日本語歌詞の歌い方 85ページ

17

A
アンダンティーノ

ndantino：A
アンダンテ

ndante（ゆっくり歩くような
速さで）よりやや速く　

　c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く

ジョヴァンニ・カプッロ
 作詞／野口耽

とう介
すけ 日本語詞／エドゥアル

ド・ディ・カープア 作曲’O
オ

 s
ソーレ

ole m
ミオ

io （我が太陽）
声
の
響
き
や
強
弱
に
気
を
付
け
て
歌
お
う

　「カンツォーネ」とは
，本来イタリア語で「歌

」を意味する言

葉であるが，時代や地
域によって音楽のジャ

ンルを指す言葉

として広く解釈されて
いる。現在の日本では

，イタリアのナ

ポリ民謡や，イタリア
語で歌われるポピュラ

ー音楽などを広

くカンツォーネと呼ぶ
のが一般的である。《’O

 sole mio》をは

じめ，《帰れソレントへ
》《サンタ・ルチア》など

は，もともとナ

ポリの言葉で書かれた
大衆的な歌で，人々の

生活や感情を表

現したものである。

カンツォーネ

C
なんと
he     b

美しい
ella     cことos

a     è
～である
     n

ひとつの
a     j 日

urnata     ’～のe
     s

太陽
ole,

n
ひとつの
’a
空気
ria     s

晴れ晴れとした
erena     d～の後op

po     n
ひとつの
a     t 嵐

empesta!

P
～に
e’     l
〔定冠詞〕
l’a
空気
ria     f

涼しい新鮮な
resca     p～みたいa

re     g
もうすでに
ià     n

ひとつの
a     f

祭り
esta

c
なんと
he     b

美しい
ella     cことos

a     è
～である
     n

ひとつの
a     j 日

urnata     ’～のe
     s

太陽
ole.

M
でも
a     n

もうひとつ
’atu     s太陽ol

e     c
もっと
chiù     b美しいel

lo,     o
ねえ
i     n

娘さん
è’,

 ’
〔定冠詞〕
o     s

太陽
ole     m私のio

     s
ある
ta     ’n

中に
 f

額
ronte     a～の 

    t
あなた
te!

なんて美しいものだ，
太陽輝く日は，

そして嵐の後の穏やか
な大気も！

この晴れやかな気分に
もう祭りのようだ，

なんて美しいものだ，
太陽輝く日は。

けど，もうひとつもっ
と美しい太陽，ねえ娘

さん，

私の美しい太陽は君の
顔にある！

《’O sole mio》 原語歌
詞の意味

 カープア（1865～191
7）はナポリ出身のカン

ツォーネの作曲家，歌
手である。この曲は1

898年に発表され，大
ヒットした。

17

声
の
響
き
や
強
弱
に
気
を
付
け
て
歌
お
う

声
の
響
き
や
強
弱
に
気
を
付
け
て
歌
お
う
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H
ハイデンレースライン

eidenröslein （野ばら）
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ 作詞／近藤朔

さく
風
ふう
 日本語詞／ハインリヒ・ヴェルナー 作曲／黒澤吉

よし
徳
のり
 編曲

A
アンダンティーノ
ndantino：A

アンダンテ
ndante（ゆっくり歩くような速さで）よりやや速く

フ
レ
ー
ズ
を
生
か
し
て
歌
お
う

伴奏または混声四部合唱用

ヴェルナー（1800～1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める傍
かたわ
ら，歌曲などの作曲も行っていた。

ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749～1832）は，哲学や美術にも造
ぞう
詣
けい
が深かった。

1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響
を与えた。ローマのカンパーニャにおけるゲーテ

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 原語歌詞の意味57ページ 多くの作曲家に愛された『Heidenröslein』57ページ

原調：ト長調

59

シューベルトの歌曲

H
ハイデンレースライン

eidenröslein
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ 作詞／フランツ・シューベルト 作曲

※D：オットー・エーリヒ・ドイチュ（1883～1967）によって作曲年代順
に整理されたシューベルトの作品番号。

　シューベルト（1797～1828）は，31年という短い生涯の
中で1000曲にも及ぶ作品を残している。とりわけ歌曲は
600曲以上もあり，「ドイツ・リート」（単に「リート」ともいう）
と呼ばれるドイツ語による芸術歌曲の分野において大きな功
績を残した。彼のリートでは，歌とピアノが一体となって，

詩の内容やイメージが巧みに表現されている。代表的な歌曲
集には，《美しき水車屋の娘》D※795，《冬の旅》D911，《白
鳥の歌》D957などがある。

L
リープリッヒ
ieblich：愛らしく　　n

ナーハゲーベント
achgebend：だんだん遅く　　w

ヴィー
ie o

オーベン
ben：もとの速さで　　c

クレシェンド
rescendo(cresc.)：だんだん強く

歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
、
ド
イ
ツ
語
の
語
感
を
生
か
し
て
歌
お
う

一
、
青
空
み
た
ら

綿
の
よ
う
な
雲
が

一
、
青
空
み
た
ら 84

むこうむこう
三井ふたばこ 作詞／中

なか
田
だ
喜
よし
直
なお
 作曲

だ
れ
で
も
き
っ
と
　お
も
う
で
し
ょ
う

い
い
こ
と
ば
か
り
　お
も
う
で
し
ょ
う

む
こ
う
む
こ
う
む
こ
う

や
ま
の
む
こ
う
　う
み
の
む
こ
う

ま
ど
の
む
こ
う

な
に
か
が
ま
っ
て
い
る

た
の
し
い
こ
と
が

だ
れ
で
も
き
っ
と
　お
も
う
で
し
ょ
う

や
さ
し
い
ひ
と
を

　お
も
う
で
し
ょ
う

む
こ
う
む
こ
う
む
こ
う

や
ね
の
む
こ
う

　く
も
の
む
こ
う

そ
ら
の
む
こ
う

だ
れ
か
が
よ
ん
で
い
る

や
さ
し
い
ひ
と
が

c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く　　d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く　　D
ダ
a C

カーポ
apo(D.C.)：始めに戻る　　fi：次のfiまでとばす

三井ふたばこ（1918～1990）は，詩人の西條八
や
十
そ
（→P.106）の長女として東京に生まれる。父の影響を受けて詩作を始め，童謡や童話集，

翻訳詩などを手がけた。詩集には，『後半球』や『空気の痣
あざ
』などがある。

日
本
語
の
語
感
を
生
か
し
、
独
唱
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
し
よ
う

中田喜直23ページ

：だんだん弱く

ページ

に戻る
：だんだん弱く

138ページ

：だんだん弱く

138
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　詩や文章は，それを読むことで自分が感動するだけでなく， 
語ることで人にも感動を与えることができる。歌の場合は，
聴いている人に感動を与えることが求められるため，発音の
明
めい
瞭
りょう
さはもちろん，詩の内容や言葉のもつ意味が伝わるよ

うに歌うことが必要となる。右の①～③の文で下線部分の言
葉を強調したり，声のトーンや読む速さを工夫したりしなが
ら音読し，内容がどのように違ってくるかを考えよう。

　①この花を　あなたに　あげよう。
　②この花を　あなたに　あげよう。
　③この花を　あなたに　あげよう。
　日本語の歌を歌う場合，詩を黙読するだけではその内容を
豊かに表現することは難しいだろう。84ページの《むこうむ
こう》の詩を，表情や抑揚を付けながら声に出してゆっくり
と読み，相手に詩の内容や情景が伝わるように工夫しよう。

　日本語の歌を聴いていて，言葉がはっきりと聴き取れずに
意味が分からなかったということはないだろうか。例えば「ひ
かり（hi-ka-ri）」と歌っているはずなのに「いかり（i-ka-ri）」に
聞こえてしまう場合などは，子音の「h」を明確に発音してい
ないことに原因がある。子音がはっきりと聴き取れなければ
歌詞の意味が通じなくなってしまうので，日本語の歌を歌う
ときには，子音を意識して明瞭に発音することが大切である。
しかし，そのことを意識するあまり，逆に子音を強調しすぎ
たり，硬い発音になったりしないように気を付けよう。なる
べく自然な話し方を意識しながら，言葉のイントネーション
に気を配って歌おう。
　また，言葉の意味をよく理解し，歌詞が表そうとしている
内容をくみ取って表現することも重要である。そのためには，
歌詞を声に出して何度も読んでみるとよい。
　さらに，助詞を強調しすぎると不自然に聞こえるので，や
や控えめに歌うことも必要である。

　次の文章を早口で読んでみよう。
　「古

ふる
栗
くり
の木のふる切り口。雨がっぱか番がっぱか。かわら

撫
なで
子
しこ
野
の
石
せき
竹
ちく
。のら如

にょ
来
らい
のら如来，三

み
のら如来にむのら如来。

一寸先のお小
こ
仏
ぼとけ
に，おけつまずきゃなるな，細

ほそ
溝
みぞ
にどじょ

うにょろり。京の生
なま
鱈
だら
奈
な
良
ら
生
なま
学
まな
鰹
がつお
，ちょっと四，五貫目。

……」 （歌舞伎十八番《外
うい
郎
ろう
売
うり
》から）

　日本語の歌詞を美しく発音するためには，「ガ行」の濁音と
鼻濁音とを区別して歌うことが大切である。基本的に，語頭
にくるときと強調するとき，数字以外のガ行は鼻濁音になる。
　下の例を見て，それぞれの発音を練習してみよう（赤字の
下線部分が濁音や鼻濁音）。

濁音の例
げに　　ガチャガチャ　　十五（ジュウゴ）　　学校（ガッコウ）

鼻濁音の例
憧れ（アコガレ）　　隅田川（スミダガワ）　　見上げる
眺め（ナガメ）　　願い（ネガイ）　　
なにかがまっている　　花が咲いてる

あいうえお
　いうえおあ
　　うえおあい
　　　えおあいう
　　　　おあいうえ

かきくけこ
　きくけこか
　　くけこかき
　　　けこかきく
　　　　こかきくけ

…一
息
で

一
息
で

言葉を滑らかに発音するためのExercise 1

言葉を滑らかに発音するためのExercise 2

濁
だく
音
おん
と鼻

び
濁
だく
音
おん

詩の心を大切に歌おう

日本語歌詞の歌い方
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兵庫県
京都府

神戸

淡路島

大阪

住の江（住吉）

京都

和歌山

大阪府

和歌山県

声
や
音
楽
の
特
徴
を
理
解
し
て
謡
お
う

　能の声楽部分を「謡」といい，舞や囃
はや
子
し
を伴わず独立し

て演奏されることも多い。謡はせりふ部分の「コトバ」と
旋律的部分の「フシ」からなるが，ここではフシの「強

つよ
吟
ぎん
」

と「弱
よわ
吟
ぎん
」の謡

うた
い方を体験し，謡の一端に触れてみよう。

● 音源をよく聴いて，謡の発声の特徴や，強吟と弱吟の違いを
感じ取ろう。
● 詞

し
章
しょう
（謡の文章）の意味を理解し，言葉のまとまりを考えな

がら声に出して読もう。
● 背

せ
筋
すじ
を伸ばしておなかから声を出し，音源をまねて謡おう。

● はっきりとした発音で，鼻
び
濁
だく
音
おん
（→P.85）にも注意して謡おう。

《高砂》　世
ぜ
阿
あ
弥
み
 作　

　『古
こ
今
きん
和歌集』の仮名序（仮名で書かれた序文）などを題材にしており，変わらぬ愛と平和をたたえた演目である。

〈謡い方のイメージを表した絵譜〉 春
はる
田
た
敏
とし
江
え
 楽譜構成

た か さ ご や

こ の う ら ぶ ね に ほ を あ げ て

こ の う ら ぶ ね に ほ を あ げ て

つ き も ろ と も に い で し お の

な み の あ わ じ の し ま か げ や

神主友成：福
ふく
王
おう
和
かず
幸
ゆき

◉一音一音の息づかいに気迫を込めて謡おう。

 九州阿
あ
蘇
そ
の神

かん
主
ぬし
友
とも
成
なり
（ワキ）が京都へ向かう途中，

高砂の浦に立ち寄る。そこへ老夫婦の尉
じょう
（前シテ）と姥

うば
（ツレ）

がやって来て，夫婦の長寿の象徴とされる相
あい
生
おい
の松について

説く。老夫婦は自分たちが住
すみ
の江

え
と高砂の松の精であること

を打ち明け，小舟に乗って姿を消す。友成が舟を出して住の
江に着くと住

すみ
吉
よし
明神（後シテ）が現れ，神

かみ
舞
まい
を見せてくれる。

ここで取り上げる詞章部分は，友成が高砂から住の江に向け
て舟を出す場面である。

あらすじ

　 この詞章部分は，主役（シテ）の相手役である神
主友成（ワキ）とその従者たち（ワキツレ）によっ
て強吟で謡われる。強吟は，剛健，厳

げん
粛
しゅく
，勇壮，

爽快などの趣を表現する場面で用いられる。

高
砂
や 

こ
の
浦う

ら

舟ぶ
ね

に
帆ほ

を
あ
げ
て

こ
の
浦
舟
に
帆
を
あ
げ
て

月
も
ろ
と
も
に
出い

で

汐し
お

の

波
の
淡あ

わ

路じ

の
島
影
や

高
砂
の
浦
に
つ
な
い
だ
舟
に
帆
を

揚
げ
て
、
月
の
出
と
と
も
に
満
ち

潮
に
乗
っ
て
舟
を
出
す
と
、
遠
く

に
淡
路
島
が
見
え
る
。

意
味

詞
章

強吟（剛
ごう

吟
ぎん

）で謡おう  －能《高たか砂さご》から－

高砂

国立能楽堂口絵ⅲ 能49ページ 日本の伝統音楽110ページ
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《羽衣》　作者不詳　
　『丹

たん
後
ごの
国
くに
風
ふ
土
ど
記
き
』などにみられる羽衣伝説を題材にしており，天

てん
人
にん
と

人間との交流を通して天界の清らかさを描いた演目である。

東
遊
の
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
舞
う
う
ち
に
、「
月
の
色
人
」と
も
呼
ば
れ
る

美
し
い
天
人
は
、
十
五
夜
の
月
が
照
り
輝
く
空
に
舞
い
上
が
り
、

※
東
遊
…
宮
中
や
神
社
の
儀
式
で
行
わ
れ
る
歌
舞

東あ
ず
ま

遊あ
そ
び

の
数
々
に

　東
遊
の
数
々
に

　そ
の
名
も
月
の

色い
ろ

人び
と

は
　三さ

ん

五ご

夜や

中ち
う

の
　空
に
又ま

た

天人：鵜
う
澤
ざわ
　久

ひさ

物語の舞台となった三保の松原（静岡県）

◉柔らかい息づかいで抑揚を付けて謡おう。

春田敏江 楽譜構成〈謡い方のイメージを表した絵譜〉

 三
み
保
ほ
の松原に住む漁師の白

はく
竜
りょう
（ワキ）は，松の木に掛かっ

た美しい衣を見つけ，それを持ち帰ろうとする。そこへ天人（シテ）が現
れ，「衣がないと天界に戻ることができない」と嘆き悲しむ。その様子を
見た白竜は，「衣を返すかわりに天界の舞を見たい」と頼む。天人は舞を
見せると，三保の松原から富士の高

たか
嶺
ね
へと舞い上がり，霞

かすみ
に紛れて天

界に帰っていく。ここで取り上げる詞章部分は，天人が白竜に舞を披露
しつつ天界に帰っていく場面である。

　 この詞章部分は，「地謡」によって弱吟で謡われる。地謡は通常８人で編成され，シテの心理や情景などを描写した
謡を担当する。弱吟は，優美，風雅，温和，哀愁などの趣を表現する場面で用いられる。

　謡本は謡の楽譜のよう
なもので，詞章や符号が
記されている。詞章の右
横に書かれた小さな点の
向きや形の違いで旋律の
動きが分かるようになっ
ており，流派によってそ
れぞれ異なる。

謡本の例
左：《高砂》から　右：《羽衣》から

謡本について

あらすじ

弱吟（和
わ

吟
ぎん

）で謡おう  －能《羽は 衣ごろも》から－

意
味

詞
章

楽典 144ページ
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4度の跳躍が連続して現れますね。

メロディーが上行してクレシェンドしています。伴奏
の形も変化して，8分音符で和音が刻まれています。

発見発見 !

7小節目では2分音符でのばしていたけれど，メロ
ディーを変化させたことによって躍動感が生まれたね。

メロディーが3拍目から
始まる。

“credimi almen”という
歌詞が省略されている。

メロディーに動きが
みられる。

曲の雰囲気が
変化する。

初めて音が
跳躍する。

"

#

《Caro mio ben》は，イタリア古典歌曲の中でもよく歌われ
る作品の一つだそうですね。その人気の秘密は何ですか？

カーロ ミオ ベン

この跳躍は，やはり“te”という単語の大切さを伝え
るためでしょうか？

ピアノが単なる伴奏ではなく，いっしょに「歌っている」
ような感じがします。

それによってメロディーに流れが生まれるだけでなく，
音価の長い音が小節の1拍目に置かれ，“ben”（恋人），
“te”（あなた），“cor”（心）などの単語が大切に歌わ
れているようだね。

冒頭の“caro mio ben”（いとしい私の恋人よ）のメ
ロディーがピアノだけで演奏された後，“credimi 
almen”（私を信じておくれ）のメロディーが“caro 
mio ben”という歌詞で歌われるね。まるで2つの
歌詞を一度に言おうとしているかのようだね。

楽譜を細かく見ていくと，そのヒントが隠れているかもしれ
ないよ。メロディーや曲の構成などを分析し，考えたことや
感じたことを生かしてより表現豊かな演奏にしよう。

そうかもしれないね。この曲では同じような完全4
度の跳躍が随所にみられるよ。次の“languisce il 
cor”（私の心は弱り果てる）では音が低くなって，言
葉のイメージが引き立てられているね。

詩の後半部分へと入り，転調もしているよ。

1拍目から入るよりも，前奏の流れにのって歌えるよ
うな気がします。よく見ると，メロディーが「1,2,3,4」
という拍のまとまりではなく，「3,4,1,2」になってい
ますね。

" の部分について

# の部分について

発見発見 "

発見発見 "

発見発見 $

発見発見 #

発見発見 #

発見発見 % 発見発見 $ 発見発見 !

発見発見 %

曲の魅力を探り，
　　表現を深めよう

カーロ ミオ ベン Caro mio ben

発見発見発見発見発見発見

21

メロディーも減5度という特徴的な跳躍をしている
よ。そして次の4度の上行によって Cの“caro mio 
ben”を導き出しているね。

5，9小節目とは違う歌詞が付いていますね。

rit.によって“tanto rigor”（過酷な仕打ちを）が大切
に歌われているような印象を受けます。

歌に初めてfが
現れる。

! に出てきたメロディーが
用いられている。

テンポが一時的
に変化する。

! の部分が
再現される。 同じメロディーが2回

繰り返されている。

最後の“te”の音にフェルマータが
付いている。

C

冒頭のメロディーが∏で歌われます。

“cessa”（やめてくれ）という単語で最高音に達して，
fで歌われますね。ここでも言葉のイメージが引き
立てられているように感じます。

この∏は単に弱く歌うというのではなく，そこには
強い気持ちが込められているよ。抑えきれない感情
がしだいにあふれていく様子を，クレシェンドによっ
て表現しているようだね。

9小節目では2つの歌詞を一度に言おうとしていたけれど，こ
こでは2つの歌詞を同じメロディーにのせて繰り返しているよ。

この最高音にはアクセントも付いているよ。

最後の“languisce il cor”では，音価がこれまでよ
り長くなっているよ。しかもメロディーが初めて1拍
目から始まっていることに気付いたかな？

ここでも4度跳躍して，さらにフェルマータによって
“te”が大切に歌われますね。

●生徒と先生の会話から分かったこと，またそれ以外に気付いたことなどを表現に生かして歌おう。
●この曲のタイトルでもある“caro mio ben”（ の部分）という歌詞は，曲中で4回歌われる。それぞれの部分の違いを確認し，
どのように表現したらよいかを考えよう。

C の部分について

発見発見 7

発見発見 ö

発見発見 #

発見発見 !"

発見発見 !!発見発見 $

発見発見 ö 発見発見 7 発見発見 $

発見発見 !"

発見発見 !!

発見発見 #

“cessa”という強い思いが，“caro mio ben”や
“credimi almen”といった，いとしい人への深い
愛情に重ねられているようだね。

発見発見発見発見発見発見

シューベルトの歌曲シューベルトの歌曲シューベルトの歌曲

※D：オットー・エーリヒ・ドイチュ（1883～1967）によって作曲年代順
に整理されたシューベルトの作品番号。

　シューベルト（1797～1828）は，31年という短い生涯の
中で1000曲にも及ぶ作品を残している。とりわけ歌曲は
600曲以上もあり，「ドイツ・リート」（単に「リート」ともいう）
と呼ばれるドイツ語による芸術歌曲の分野において大きな功
績を残した。彼のリートでは，歌とピアノが一体となって，

詩の内容やイメージが巧みに表現されている。代表的な歌曲
集には，《美しき水車屋の娘》D
鳥の歌》D957などがある。

o
オーベン
ben：もとの速さで　　

シューベルトの歌曲
　シューベルト（1797～1828）は，31年という短い生涯の
中で1000曲にも及ぶ作品を残している。とりわけ歌曲は
600曲以上もあり，「ドイツ・リート」（単に「リート」ともいう）
と呼ばれるドイツ語による芸術歌曲の分野において大きな功
績を残した。彼のリートでは，歌とピアノが一体となって，

o

の演奏例
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I
イッヒ

ch l
リーベiebe d

 ディッヒich （君を愛す）カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤田圭
たま
雄
お
 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
、
曲
想
を
感
じ
取
っ
て
歌
お
う

A
アンダンテ
ndante：ゆっくり歩くような速さで

ドイツ語の歌を歌おう
56ページ

原語歌詞の意味
56ページ

伴奏または混声四部合唱用

ヴェルナー（1800～1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める
ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749～1832）は，哲学や美術にも
1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響
を与えた。ローマのカンパーニャにおけるゲーテ

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 57ページ

アンダンティーノ

ndantino：A
アンダンテ

ndante（ゆっくり歩くような
速さで）よりやや速く　

　c
クレシェンド

rescendo(cresc.

　「カンツォーネ」とは
，本来イタリア語で「歌

」を意味する言

葉であるが，時代や地
域によって音楽のジャ

ンルを指す言葉

として広く解釈されて
いる。現在の日本では

，イタリアのナ

ポリ民謡や，イタリア
語で歌われるポピュラ

ー音楽などを広

くカンツォーネと呼ぶ
のが一般的である。《’O

 sole mio》をは

じめ，《帰れソレントへ
》《サンタ・ルチア》など

は，もともとナ

ポリの言葉で書かれた
大衆的な歌で，人々の

生活や感情を表

現したものである。

カンツォーネカンツォーネカンツォーネ

è
～である
     n

ひとつの
a     j 日

urnata     ’～のe
     s

太陽
ole,

～の後
oppo     nひとつの

a     t 嵐
empesta!

     p
～みたい
are     g

もうすでに
ià     n

ひとつの
a     f

祭り
estafestaf

     è
～である
     n
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なんて美しいものだ，
太陽輝く日は，

そして嵐の後の穏やか
な大気も！

この晴れやかな気分に
もう祭りのようだ，

なんて美しいものだ，
太陽輝く日は。

けど，もうひとつもっ
と美しい太陽，ねえ娘

さん，

私の美しい太陽は君の
顔にある！
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ヴェルナー（1800～1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める
ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749～1832）は，哲学や美術にも
1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響
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同じ音型で下行するが，響きを落とさずに
“credimi”のcの後ろに「u」の母音が入らないように

口の中を広く開けて息を
たっぷりと吸い，pでも
弱々しくならないように

音程に注意

音の長さを十分に保って

ジョルダーニ（1751～1798）はナポリ出身の作曲家として活躍した。彼の作品はイタリア各地で上演されたが，今日よく歌われるのは
この曲のみである。しかし，作曲者については別の人物であるという説もある。
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rescendo(cresc.)：だんだん強く　　d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く　　D
ダ
a C

カーポ
apo(D.C.)：始めに戻る　　

三井ふたばこ（1918～1990）は，詩人の西條八
や
十
そ
（→P.106）の長女として東京に生まれる。父の影響を受けて詩作を始め，童謡や童話集，

翻訳詩などを手がけた。詩集には，『後半球』や『空気の痣
あざ
』などがある。
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歌詞は，北原白秋（1885～1942）が1925年の夏に旅した北海道の
情景と幼い頃の記憶を重ねて書いたものだといわれている。
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85ページ 日本語歌詞の歌い方
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ヴェルナーとシューベルトを並べて提示

（P.17） （P.58・59）

（P.18～19）
（P.60～61）

生徒と先生の会話によって，発見の内容が膨らんでいきます。

（P.20・21）

謡い方のイメージを
表した絵譜

実際の謡の楽譜の例

詩の内容を豊かに表現し，美しい日本語で
歌うためのポイントを示したコラム

（P.84・85）

（P.112・113）

（P.86）

新たに編曲した伴奏も魅力の一つです。

強吟と弱吟を並べて提示

 山田耕筰の代表曲《この道》の他に，武満徹の《小さな空》と中田喜直の《むこうむこう》を新たに収録し
ました。各曲とも縦書き歌詞と伴奏譜を掲載しています。

 伴奏がなくても取り組めるよう能の「謡」を取り上げました。謡い方を体験し，日本の伝統
音楽への理解を深めることができます。

イタリア語とドイツ語の歌曲は定番曲を取りそろえました。日本語歌詞と原語歌詞の他，原語歌詞の意
味も掲載しています。

 新企画として，《Caro mio ben》の魅力を探り，表現を深めるための大解剖ページを掲載
しました。根拠をもって曲の解釈などを行い，それらを表現に生かして歌う道筋を示してい
ます。「アクティブ・ラーニング（主体的な学び）」の本質に触れることができます。

（P.82・83）

日本の歌曲 外国の歌曲

日本の伝統的な歌唱

歌唱教材の大解剖


